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研究成果の概要（和文）：アメリカの知覚心理学者 J. J. Gibson (1904-1979) によって創始され
た「認識と行動への生態学的アプローチ（生態心理学）」が、知覚の哲学、特に知覚的な外界認
識の問題に対し、どのような解決策もしくは解消法を提案することができるのかを以下の 3 点
の存在論的考察にもとづいて検討した。(1)アフォーダンスの存在論、(2)アフォーダンスを知覚
するための生態学的情報の存在論、(3)生態学的情報を利用する身体機構としての脳や神経の役
割である。これらの検討をとおして、生態学的アプローチから示唆される新たな（心の）哲学
の可能性として、認識批判ではなく環境（存在）批判を中心にした「生態学的哲学」（他者や歴
史を含んだ広い意味での環境に内属しながら生活する「生態学的存在体制」から、ヒトの生を
探究する哲学）が心の哲学の諸問題（外界の認識の可能性、表象主義と反表象主義の論争、心
身問題）にとって有効であることを示した。 
 
研究成果の概要（英文）：We examined what solution can be provided to certain problems in 
philosophy of perception, particularly the problem of perceptual cognition of the 
external world, by the “ecological approach to cognition and behavior (ecological 
psychology),”  originated by James J. Gibson (1904-1979), an American perceptual 
psychologist, on the basis of ontological reflection in the following three areas: (1) 
ontology of affordance, (2) ontology of ecological information for the perception of 
affordance, and (3) functions of brain and neurons as bodily mechanisms for utilizing 
ecological information. It has been shown through such examination that “ecological 
philosophy” focusing on environmental (ontological) criticism rather than on epistemic 
criticism is effective for problems in philosophy of mind (e.g. the possibility of cog-
nition of the external world, the debate between representationalism and 
anti-representationalism, and the mind-body problem). Ecological philosophy attempts to 
investigate human existence on the basis of “ecologically existential state” in which 
a human being is embedded in environment in a broad sense including others and history. 
We believe that ecological philosophy provides a possibility for new philosophy (of mind). 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 生態心理学や生態学的視点を取り入れ
た認知科学や心の哲学は、現在では哲学・認
知科学・心理学のなかで学際的な広がりをも
ちつつ展開中であり、Gibson の主著の翻訳や
解説書の出版も相次いでいる。しかし、
Gibson の真の革新性がその存在論にあるこ
とを理解している研究者は多くはない。
Gibson は、認識主義的・表象主義的な知覚論
をその存在論的な前提にまで遡って批判し、
新しい環境存在論に立つことによって、これ
までにない知覚認識論を打ち立てた。Gibson
が切り開いた存在論は、私たちが住んでいる
生命圏としての生態学的環境を、主観的な構
成物や投影物としてではなく、意味や価値に
満ちた客観的な実在であると捉える視点を
提供している。本研究は、Gibson が切り開い
た存在論を発展させることのなかに、哲学的
認識論の問題を解決・解消できる方途を探ろ
うとする。この試みは、環境を、マニフェス
ト・イメージ／生活世界と科学的イメージ／
理論的世界とに分裂しようとするのではな
く、生態心理学のアイディアを最大限生かし
ながら、意味や価値を実在的資源と見なし、
環境存在を批判的に吟味することで、認識と
行動に対する新たな哲学＝「生態学的哲学」
の流れの一端を示すことにつながる。このよ
うな哲学の構想に動機づけられ、以下の三つ
の問題の検討が必要となった。 
① 行動資源であるアフォーダンスの存在論
的地位は、国内外の生態心理学者の間でもコ
ンセンサスが得られていない。国際生態心理
学会の専門学術雑誌である Ecological 
Psychology, 2003ではアフォーダンス特集が
組まれたが、アフォーダンスがそれを利用す
る生物からどのような意味で独立なのかを
めぐって意見がわかれている。研究代表者は
2007年7月の国際生態心理学会において生態
心理学者、故 Edward Reed 没後 10 周年シン
ポジウムにおいてアフォーダンスの資源説
を擁護する発表を行ったが、アフォーダンス
をめぐる他の議論の調査が不十分なことも
あって、必ずしも賛同者が得られたわけでは
なかった。そこで、これまでアフォーダンス
の存在論をめぐって展開された生態心理学
内部での議論、知覚の哲学における議論、ま

た Gibson の未公開ノート（Purple Perils）
を調査し、アフォーダンスの存在論を考える
上での問題点、生態心理学と生態学的哲学の
可能性を開くアフォーダンス概念について
検討を行う必要があった。 
② 知覚認知に表象を要請しないという生態
学的アプローチのテーゼは、包囲光配列を代
表とする、マクロな水準での環境内の刺激の
存在が環境の事実を特定する情報性を持ち
得るということに依存している。たとえば視
覚であれば、マクロな水準での光刺激が環境
の事実や特徴を特定（指定）するぐらい豊か
な情報性を備えているのであれば、知覚認知
のために貧困な入力刺激から情報処理を行
って外界を表象するような内部表象を産出
する必要はないからである。このような知覚
認知のための生態学的情報の存在論を吟味
し、それを生態学的アプローチにとって特異
な反表象主義の根拠として提示することが、
心の哲学における表象を巡る議論（「表象ハ
ングリー問題」）への新たな視点を提供する。
この予想のもとに、生態学的情報の存在論を
検討することが動機づけられた。知覚認知に
表象を要請する考え方を見直すには、生態学
的情報がアフォーダンスをも含む環境事実
を特定する上でどの程度豊かなのかを明ら
かにする必要があった。 
③ 知覚とは環境内に存在する生態学的情報
を利用する活動であり、行動は同じく環境内
に存在するアフォーダンスを利用する活動
であると生態心理学では考えられている。し
かし、その利用メカニズムについての詳細は、
それほど明らかではない。生態学的情報の抽
出活動と計算論とはどこが異なるのか、アフ
ォーダンス利用のための姿勢と運動の入れ
子化と、指令主義的な行動生成とはどこが違
うのか。そもそも、脳や神経系は、いかなる
機能を果たしていると生態学的アプローチ
では考えられるのか。この点が説得的に説明
されない限り、生態学的アプローチは認識主
義的・表象主義的な心理学や心の哲学に方向
転換を迫ることができない。そこで、表象の
操作や作成とは異なる、生態学的な観点から
捉えられた脳と神経の役割を検討する必要
があった。 
 



 
(2) 研究代表者が所属する研究機関の図書
館には国内外の哲学、心理学、認知科学関連
書籍があまり備えられていない。また生態心
理学関係図書（Resources for Ecological 
Psychology Series）や国際生態心理学会発
行の専門学術雑誌（Ecological Psychology）
がない。そのため関連書籍や雑誌を取り揃え
る必要があった。 
 
 
 
 
２．研究の目的 
(1) 「研究開始当初の背景」で示したように、
生態学的アプローチを、独自の「環境存在論」
を提唱して認識と行動の問題に迫る研究プ
ログラム捉える観点から、3 つの問題を検討
することを目的とした。①アフォーダンスの
存在論（行動資源の存在論）：アフォーダン
ス（環境の使用価値）は、どのような存在な
のか？②生態学的情報の存在論（認識資源の
存在論）：生態学的情報はどの程度まで環境
の事実を特定できると考えられるのか？ 
③資源利用論（知覚‐行動システム機能
論）：環境の事実（アフォーダンス）を特定
する生態学的情報を検知する上で、認識主体
の脳や神経系はどのような役割を果たすの
か？  
 
 
(2) 上記の 3 つの問題を検討するなかで、
Gibson や生態学的アプローチの知見に最大
限依拠しながらも、心の哲学における表象主
義と反表象主義の議論、ならびに、性質や価
値の存在論的議論、生態学的アプローチとは
直接つながりは指摘されたことはないが生
態学的哲学の構想にとって参考となる生活
学、考現学、経済学の議論（生活財の生産と
消費についての知見）も参考にして、認識問
題を存在問題から見直す生態学的哲学の基
本的立場を明確化する。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
(1) 全般にわたって、Gibson の主要二著作
（Gibson, 1979, Ecological Approach to 
Visual Perception; 1966, Senses 
Considered as Perceptual Systemsと諸論文、
国内外の生態心理学研究者の著作と諸論文
を基本調査文献とした。 
 
 
(2) 生態心理学者の既発表の論文以外に、
「資源」という存在の特殊性、生物の生存と

進化にとっての生活資源が有する意義、資源
の循環について、生物学的生態学、進化生態
学、資源人類学、経済人類学の文献を調査す
る。 
 
 
(3) 脳神経系の機能と役割についての基本
文献、特に、運動理論、動作構築理論、行動
学（生物行動における情報概念の有効性につ
いての知見を含む理論）の文献を調査する。 
 
 
(4) 知覚認知と行動について表象主義と反
表象主義についての論争に関連する心の哲
学の文献を調査する。 
 
 
(5) 生態心理学関連学会（日本生態心理学会、
International Conference of Perception 
and Action(国際生態心理学会研究大会)等）
に参加し、生態心理学の実証的研究を行って
いる研究者から情報収集を行う。 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1) 生態心理学者のなかでは主に三つのア
フォーダンス理論（傾向性説、関係創発説、
資源説）があることを明らかにし、相互に比
較検討することで各説の優劣を評価した。ア
フォーダンスは生物の行為のあり方やその
存在と相関する環境性質と見なされるため、
その存在は環境と生物との存在によって創
発する関係的性質や、環境の潜在的性質（傾
向性）であると解釈される傾向にある反面、
生物によって利用される前から生物の存在
とは独立にあらかじめ資源のようなかたち
で存在していると解釈する立場もある（資源
説）。研究代表者は資源説を有効だとする。
なぜなら、資源説を採用することにより、地
質学的な時間スパンで持続するアフォーダ
ンスには形態進化を促す役割を賦与できる
点、また一個体生物の生涯にわたって持続す
るアフォーダンスには行動学習（発達）を促
す役割を賦与できる点があり、アフォーダン
スを生態学的ニッチとする見方と整合でき
るからである。 
 
 
(2)計算論的アプローチでは、感覚器官
をとおして入力される不十分な刺激や
手がかりから環境についての知識を構
成し、この知識に基づいた行動指令が出
力されると考えられている。これに代わ
る考え方として、アフォーダンスを特定
する生態学的情報を精査しながら、アフ



ォーダンスに対応する行動を機能的に
作り出すような知覚-行動のメカニズム
が探られた。生態学的な実証的研究を調
査することから明らかになったのは、ア
フォーダンスは行動をメカニカルに指
定（特定）するのではなく、機能的に指
定するということである。これは課題特
定性もしくは機能特定性と呼ばれる生
物行動に特有な特徴である。生物におい
ては特定の課題を達成する手段（行動）
が多様であり、微妙に異なるそのつどの
環境状況において柔軟かつ適応的に行
動するためには機能特定性と呼ばれる
行動特徴が不可欠であることがあきら
かとなった。また Darwin によるミミズ
の柔軟な行動研究を見直すことによっ
てもこの機能特定性という特徴を抽出
することができた。 
 
 
(3) 伝統的に知覚と行動の基本構造を
神経系と結びつける場合には「感覚神経
-処理指令中枢-運動神経」という機能的
な区別がそこに重ねられる。しかし行動
が、解剖学的・生理学的な単位とその複
合によって指定される機械的な「運動」
ではないとすれば、神経系の役割はその
ように単純には解釈できない。むしろ神
経系は、生態学的情報と機能的行動との
連携を作り出すような身体の姿勢と運
動を調整する役割を担っていると考え
られる。さらに神経細胞の可塑性（学習
性）を考慮し、知覚-行為が行われる個
別の場面において生態学的情報とアフ
ォーダンスからの選択圧により神経細
胞の結線連絡の数と強度が選択される
という見方を Edelman の Neural 
Darwinism の知見を参考に示唆した。 
①私たちの脳神経系は、環境に備わる意
味（生態学的情報）を見つけ出すために、
その意味にふさわしい身体運動を、細胞
というミクロのレベルから器官・組織と
いったマクロレベルまでの全身にわた
って、調整し組織化していると考えるこ
とができる。脳神経系は、環境内にある
情報に共鳴した身体動作を組織化する
役割を担っている。この考え方は、生態
学的アプローチにおける環境存在論と
知覚システム論を根拠にしている。脳神
経科学は、認知から行動に至る心のはた
らきを「感覚神経を介した入力－脳にお
ける情報計算過程－運動神経を介した出
力」として捉える。しかし、これとは別
の調整的機能観を見出すことは、理論的
にもまた神経科学の成果に照らしても
可能である。心理学や脳神経科学が前提
にする脳神経系の機能が必ずしも唯一

の見方ではないことを示し、それに代わ
る生態学的な脳神経系の調整・組織化機
能を打ち出すことが可能になった。 
②生態学的アプローチの反表象主義の
主張は、たとえば視知覚の場合であれば、
環境の事実を法則的に特定する光学的
不変項情報（生態学的情報）が、知覚者
の存在とは無関係に包囲光配列の変形
パタンとして環境媒質中に存在すると
いう仮説を根拠にしている。生態学的ア
プローチの根本仮説を明確化し、その反
表象主義の根拠を明らかにした。もし環
境の事実を教えてくれる光の情報が環
境内に存在するのならば、知覚者は、内
部表象のような特別な媒介者を貧困な
入力刺激から作り出す必要などなく、す
でに発見されるばかりになっている生
態学的情報を、知覚システムの調整を行
って環境内を探索しながら発見すれば
よい。したがって、生態学的アプローチ
の反表象主義の主張は、生態学的情報の
存在仮説に依拠している。 
③表象主義の立場からは反表象主義に
対して「表象ハングリー問題」という、
知覚には内部表象が不可欠である（正確
には、不可欠なケースがある）という批
判がなされている。そこで表象ハングリ
ー問題を「不在環境性質」の知覚と「環
境の非法則的性質」の知覚という 2 タイ
プの問題として定式化したうえで、生態
学的アプローチではそうした表象不可
欠なケースに対しどのように対処でき
るのかを明らかにした。第一に、不在環
境性質や非法則的性質であっても、生態
学的情報によって特定できる可能性は
十分考えられること、第二に、生態学的
情報の特定性の射程は経験的に明らか
にすべき問題であり、表象なしでは知覚
出来ないと即断すべきではないこと、第
三に、生態学的情報とカップリングして
制御が行われる知覚システムを知覚認
知機構として想定するなら、不在環境性
質や非法則的性質を知覚するために表
象を要請する必要はないことが明らか
となった。これにより、生態学的アプロ
ーチの反表象主義は①環境の事実を特
定する豊かな生態学的情報の存在論、②
機能的知覚システム論という二つの理
由を足場にしていることが示された。 
 
 
(4) 人類の歴史・文化の形成と変遷を、アフ
ォーダンスという生活財の配置（ディスポジ
ション）換えとそれを利用する行為の配置換
えとして描き直し、人々の生活過程を研究す
る生活学を生態学的アプローチに接続する
ことを試みた。また、こうした描き直しから、



現代の資本制経済社会における生活過程が、
私たちの経験と行為を疎外する模様を考察
した。環境に備わるアフォーダンスを利用し
て、道具を作り、道を整備し、家屋や建造物
を作り、そうした建造物のなかに仕事や食事
など特定の行為に特化した場所を区切るこ
とにより、また一年や一日の自然周期のパタ
ンを利用して時間的な区切りを入れること
により、或る特定の場所で一定の時間内で行
われる行為の機会（アフォーダンス）が際立
たせられる。さらにそうした行為機会の利用
は、他者によるしつけを介して後の世代に伝
えられる。このような意味で、私たちの生き
る環境はいつどこで何をどのように行うの
かについてガイドラインの備わった「構造化
された環境」であることが明らかになる。人
類の歴史・文化とは、環境の改変＝アフォー
ダンスの配置替えを行い、それがリバウンド
して自己や他人の行為の配置変えが行われ
るという、生態学的な弁証法過程に他ならな
い。生態学的アプローチには社会科学的問題
を考察する上でも有効な概念的ツールが備
わっていることを示すことができた。 
 
 
(5) 研究代表者は、すでにいくつかの論文に
おいて生態学的アプローチからの認識問題
への取り組みを部分的に示している（知覚認
知に表象を要請する根拠としての知覚錯誤
問題、知覚認識において概念・言語の果たし
ている役割、現象学的な知覚論との異同）。
研究期間内の研究は、これら一連の研究を、
環境存在論という観点からさらに考察し発
展させたものである。これらすべての研究成
果は、現在、『知覚経験の生態学（仮題）』（約
500 頁）として、勁草書房より単行本として
発表すべく準備を進めている。当該著書は
2010 年度中に刊行される予定である。    
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